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(57)【要約】
【課題】開閉可能な構造を有する開口部が存在する空調
区画に設けられた空調機が、開口部が閉じられていない
状態で運転を続けることによる消費エネルギー量の増大
を抑制する。
【解決手段】制御装置１は、開閉可能な構造を有する開
口部３Ａおよび開口部３Ｂが存在する空調区画４Ａに設
けられた空調機２Ａを制御する。制御装置１は、空調機
２Ａの運転状態を示す運転情報および開口部３Ａおよび
開口部３Ｂの開閉状態を示す開閉情報に基づいて、空調
機２Ａが運転中であって、かつ開口部３Ａおよび開口部
３Ｂの少なくともいずれかが開状態であると判定した場
合に、空調機２Ａを現在よりも消費エネルギー量が小さ
い状態にする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開閉可能な構造を有する開口部が存在する空調区画に設けられた空調機および前記開口
部の少なくとも一方を制御する制御装置であって、
　前記開口部の開閉状態を示す開閉情報を取得する開閉情報取得部と、
　前記空調機の運転状態を示す運転情報を取得する運転情報取得部と、
　前記空調機の前記運転情報および前記開口部の前記開閉情報に基づいて、前記空調機が
運転中であって、かつ前記開口部が開状態であると判定した場合に、前記開口部を経由す
る前記空調区画内と前記空調区画外とのエネルギーの移動量を小さくする制御を行う制御
部と、
　を備える制御装置。
【請求項２】
　前記空調機の識別情報と、前記開口部の識別情報と、前記開閉情報取得部が取得した前
記開閉情報と、を対応付けて記憶する第１記憶部を備え、
　前記制御部は、前記運転情報取得部が取得した前記運転情報に基づいて、前記空調機が
運転中であると判定し、運転中の前記空調機に対応する前記開口部の前記開閉情報に基づ
いて、運転中の前記空調機に対応する前記開口部が開状態であると判定した場合に、前記
開口部を経由する前記空調区画内と前記空調区画外とのエネルギーの移動量を小さくする
制御を行う請求項１に記載の制御装置。
【請求項３】
　前記制御部は、
　前記空調機の前記運転情報および前記開口部の前記開閉情報に基づいて、前記空調機が
運転中であって、かつ前記開口部が決められた時間以上開状態であると判定した場合に、
前記開口部を経由する前記空調区画内と前記空調区画外とのエネルギーの移動量を小さく
する制御を行う請求項１または２に記載の制御装置。
【請求項４】
　前記制御装置が前記空調機を制御可能な場合には、
　前記制御部は、
　前記空調機の前記運転情報および前記開口部の前記開閉情報に基づいて、前記空調機が
運転中であって、かつ前記開口部が開状態であると判定した場合に、運転中の前記空調機
を現在よりも消費エネルギー量が小さい状態にする請求項１から３のいずれか１項に記載
の制御装置。
【請求項５】
　前記制御部は、
　前記空調機の前記運転情報および前記開口部の前記開閉情報に基づいて、前記空調機が
運転中であって、かつ前記開口部が開状態であると判定した場合に、運転中の前記空調機
を現在よりも消費エネルギー量が小さい状態にするとともに、開状態である前記開口部が
あることをユーザに報知する警報情報を出力する請求項４に記載の制御装置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　運転中の前記空調機を現在よりも消費エネルギー量が小さい状態にした後に、前記開口
部の前記開閉情報に基づいて、開状態の前記開口部が閉状態になったと判定した場合、前
記空調機を元の運転状態に戻す請求項４または５に記載の制御装置。
【請求項７】
　前記空調機の識別情報と、ユーザが前記空調機に設定した空調条件を示す運転設定情報
とを対応付けて記憶する第２記憶部を備え、
　前記制御部は、運転中の前記空調機を現在よりも消費エネルギー量が小さい状態にした
後に、前記開口部の前記開閉情報に基づいて、開状態の前記開口部が閉状態になったと判
定した場合、前記運転設定情報に基づいて、前記空調機を元の運転状態に戻す請求項６に
記載の制御装置。
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【請求項８】
　前記開口部が電動で開閉可能な構造を有する場合であって、前記制御装置が前記開口部
を制御可能な場合には、
　前記制御部は、
　前記空調機の前記運転情報および前記開口部の前記開閉情報に基づいて、前記空調機が
運転中であって、かつ前記開口部が開状態であると判定した場合に、開状態である前記開
口部を閉状態にする請求項１から４のいずれか１項に記載の制御装置。
【請求項９】
　前記開閉情報取得部は、
　前記開口部の開閉状態を検知するカメラ、赤外線センサ、超音波センサおよび圧力セン
サの少なくともいずれかから前記開閉情報を取得する請求項１から８のいずれか１項に記
載の制御装置。
【請求項１０】
　開閉可能な構造を有する開口部が存在する空調区画に設けられた空調機と、前記空調機
および前記開口部の少なくとも一方を制御する制御装置とで構成される制御システムであ
って、
　前記空調機は、自身の運転状態を示す運転情報を前記制御装置に送信し、
　前記制御装置は、
　前記開口部の開閉状態を示す開閉情報を取得する開閉情報取得部、
　前記空調機から前記運転情報を取得する運転情報取得部、および
　前記空調機の前記運転情報および前記開口部の前記開閉情報に基づいて、前記空調機が
運転中であって、かつ前記開口部が開状態であると判定した場合に、前記開口部を経由す
る前記空調区画内と前記空調区画外とのエネルギーの移動量を小さくする制御を行う制御
部、
　を備える制御システム。
【請求項１１】
　開閉可能な構造を有する開口部が存在する空調区画に設けられた空調機および前記開口
部の少なくとも一方と接続するコンピュータを、
　前記空調機の運転状態を示す運転情報および前記開口部の開閉状態を示す開閉情報に基
づいて、前記空調機が運転中であって、かつ前記開口部が開状態であると判定した場合に
、前記開口部を経由する前記空調区画内と前記空調区画外とのエネルギーの移動量を小さ
くする制御を行う制御部、
　として機能させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調機を制御する制御装置、制御システムおよびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、空調機において様々な手法で省エネルギー（以降、省エネという）化の技術が進
んでいる。例えば、特許文献１には、空調機の省エネ技術の１つとして、室内機の負荷状
態に応じて室外機に設置された圧縮機の出力制御を行うことで空調機自身の省エネ運転を
行うマルチ形空気調和装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－２０２９１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　空調機を使用する場合、空調区画の空調を効率的に行えるように、閉空間で使用するこ
とが望ましい。しかし、例えばユーザが意図せず閉空間になっていない環境で空調機を使
用してしまった場合、空調区画への外気の流入および空調区画からの室内空気の流出によ
って、室内温度が空調機の設定温度へ収束しない可能性がある。空調機が除湿・加湿機能
や空気清浄機能を備える装置である場合も同様である。このような場合、空調機が、その
ままの設定で運転を続けると、空調機の消費エネルギー量が増大し、省エネ化を図ること
ができない。
【０００５】
　特許文献１に記載された技術では、室内温度が設定温度範囲内に入るように圧縮機の圧
力を最適に制御することで空調機の省エネ運転を行っているが、例えば、前述したように
空調区画が閉空間になっていない環境で空調機を使用すると、室内温度が空調機の設定温
度へ収束しない可能性があり、空調機の省エネ運転を行うことは困難である。
【０００６】
　本発明は、上述のような事情に鑑みてなされたもので、開閉可能な構造を有する開口部
が存在する空調区画に設けられた空調機が、開口部が閉じられていない状態で運転を続け
ることによる消費エネルギー量の増大を抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明に係る制御装置は、開閉可能な構造を有する開口部が
存在する空調区画に設けられた空調機または開口部を制御する制御装置である。制御装置
は、開閉情報取得部と、運転情報取得部と、制御部とを備える。開閉情報取得部は、開口
部の開閉状態を示す開閉情報を取得する。運転情報取得部は、空調機の運転状態を示す運
転情報を取得する。制御部は、空調機の運転情報および開口部の開閉情報に基づいて、空
調機が運転中であって、かつ開口部が開状態であると判定した場合に、開口部を経由する
空調区画内と空調区画外とのエネルギーの移動量を小さくする制御を行う。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、開閉可能な構造を有する開口部が存在する空調区画に設けられた空調
機が運転中で、かつ開口部が開状態である場合に、開口部を経由する空調区画内と空調区
画外とのエネルギーの移動量を小さくする制御を行うことで、開口部が閉じられていない
状態で空調機が運転を続けることによる消費エネルギー量の増大を抑制することができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態１に係る制御システムの構成例を示す図である。
【図２】実施の形態１に係る制御装置の機能構成例を示す図である。
【図３】実施の形態１に係る制御装置の記憶部が記憶する情報の一例を示す図である。
【図４】実施の形態１に係る制御装置の動作の一例を示すフローチャートである。
【図５】実施の形態１の第１の変形例に係る制御システムの構成例を示す図である。
【図６】実施の形態１の第１の変形例に係る制御装置の記憶部が記憶する情報の一例を示
す図である。
【図７】実施の形態１の第１の変形例に係る制御装置の記憶部が記憶する情報の他の例を
示す図である。
【図８】実施の形態１の第２の変形例に係る制御システムの構成例を示す図である。
【図９】実施の形態１の第２の変形例に係る制御装置の記憶部が記憶する情報の一例を示
す図である。
【図１０】本発明の実施の形態２に係る制御システムの構成例を示す図である。
【図１１】実施の形態２に係る制御装置の機能構成例を示す図である。
【図１２】実施の形態２に係る制御装置の動作の一例を示すフローチャートである。
【図１３】本発明の実施の形態３に係る制御装置の機能構成例を示す図である。
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【図１４】実施の形態３に係る制御装置の動作の一例を示すフローチャートである。
【図１５】本発明の実施の形態４に係る制御装置の機能構成例を示す図である。
【図１６】実施の形態４に係る制御装置の記憶部が記憶する情報の一例を示す図である。
【図１７】実施の形態４に係る制御装置の動作の一例を示すフローチャートである。
【図１８】本発明の実施の形態に係る制御装置のハードウェア構成の一例を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明を実施するための形態について図面を参照して詳細に説明する。なお、
図中同一または相当する部分には同じ符号を付す。
【００１１】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る制御システムの構成例を示す図である。制御シス
テム１００は、制御装置１と、空調機２Ａと、開口部３Ａおよび開口部３Ｂ（以下、総称
する場合には、開口部３という）とで構成される。開口部３Ａおよび開口部３Ｂは、空調
区画４Ａ内に設けられた扉やドア、窓といった開閉可能な構造を有するものである。
【００１２】
　空調機２Ａは、空調区画４Ａ内の室内温度を設定温度にする。空調機２Ａは制御装置１
に接続されており、運転中であるか否かを示す運転情報を制御装置１に送信する。運転情
報を送信するタイミングは、空調機２Ａが運転開始および運転終了した直後でもよいし、
空調機２Ａが運転開始および運転終了してから決められた時間経過後でもよい。運転開始
および運転終了してから決められた時間経過後に運転情報を送信する構成にすることで、
ユーザが空調機２Ａの運転開始または運転終了をしてすぐに元に戻した場合など、短時間
で運転状態が切り替わった場合を除外することができる。あるいは、空調機２Ａは運転情
報を制御装置１に定期的に送信してもよい。
【００１３】
　制御装置１は、空調機２Ａから運転情報を受信する。制御装置１は、開口部３Ａおよび
開口部３Ｂの開閉状態を示す開閉情報を取得し、空調機２Ａが運転中で、かつ開口部３Ａ
および開口部３Ｂの少なくともいずれかが開状態であるときに、空調機２Ａの運転を制御
する運転制御信号を空調機２Ａに送信する。
【００１４】
　図２は、実施の形態１に係る制御装置の機能構成例を示す図である。制御装置１は、入
力部１１と、開閉情報取得部１２と、記憶部１３と、運転情報取得部１４と、運転制御部
１５と、運転制御信号送信部１６とを備える。入力部１１は、例えば、プッシュスイッチ
やタッチパネルといった入力装置で構成され、空調区画４Ａに設置される空調機２Ａ、開
口部３Ａおよび開口部３Ｂの識別情報の入力を受け付ける。
【００１５】
　開閉情報取得部１２は、開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉状態を示す開閉情報を取得
する。開閉情報取得部１２は、例えば、画像認識機能を備えるカメラで構成され、開口部
３Ａおよび開口部３Ｂを撮影した画像を解析して開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報
を取得する。または、開閉情報取得部１２は、赤外線センサや超音波センサ、圧力センサ
といったセンサで構成され、開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉を検知して開口部３Ａお
よび開口部３Ｂの開閉情報を取得する。あるいは、開閉情報取得部１２は、このようなカ
メラやセンサといった開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉を検知する検知装置と接続して
、検知装置から開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報を取得してもよい。
【００１６】
　記憶部１３は、例えば、HDD（Hard Disk Drive）やFlash ROM（Read Only Memory）と
いった記憶装置で構成され、入力部１１に入力された空調機２Ａ、開口部３Ａおよび開口
部３Ｂの識別情報と、開閉情報取得部１２が取得した開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉
情報と、を対応付けて記憶する。ここで、図１および図３を用いて記憶部１３が記憶する
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情報について説明する。
【００１７】
　図３は、実施の形態１に係る制御装置の記憶部が記憶する情報の一例を示す図である。
図１に示すように、空調機２Ａと、開口部３Ａおよび開口部３Ｂとは、空調区画４Ａ内に
設けられている。この場合、記憶部１３は、例えば図３に示すような情報を記憶する。図
３の例では、空調機２Ａを識別する情報である空調機「２Ａ」に、開口部３Ａを識別する
情報である開口部「３Ａ」と開口部３Ｂを識別する情報である開口部「３Ｂ」とが対応付
けられている。また、図１では、開口部３Ａが開状態で、開口部３Ｂが閉状態であるので
、開口部「３Ａ」に開口部３Ａの開閉情報である開閉状態「開」が対応付けられており、
開口部「３Ｂ」に開口部３Ｂの開閉情報である開閉状態「閉」が対応付けられている。記
憶部１３は、本発明における第１記憶部である。
【００１８】
　図２の制御装置１の運転情報取得部１４は、Ethernet（登録商標）規格やRS-232C規格
を用いて空調機２Ａと通信する通信インターフェース（以下、通信Ｉ／Ｆと略す）で構成
され、運転中であるか否かを示す運転情報を空調機２Ａから受信する。通信Ｉ／ＦはEthe
rnet（登録商標）規格やRS-232C規格のような有線通信規格に限らず、例えばBluetooth（
登録商標）のような無線通信規格であってもよい。
【００１９】
　運転制御部１５は、例えば、CPU（Central Processing Unit）、ROMおよびRAM（Random
 Access Memory）などで構成され、運転情報取得部１４が取得した運転情報に基づいて、
空調機２Ａが運転中であるか否かを判定する。運転制御部１５は、空調機２Ａが運転中で
あると判定した場合、記憶部１３から空調機２Ａに対応する開口部３Ａおよび開口部３Ｂ
の開閉情報を読み出す。運転制御部１５は、読み出した開閉情報に基づいて、開口部３Ａ
および開口部３Ｂの少なくともいずれかが開状態であるか否かを判定する。運転制御部１
５は、開口部３Ａおよび開口部３Ｂの少なくともいずれかが開状態であると判定した場合
、空調機２Ａの運転を制御する運転制御信号を生成する。
【００２０】
　運転制御信号送信部１６は、Ethernet（登録商標）規格やRS-232C規格を用いて空調機
２Ａと通信する通信Ｉ／Ｆで構成され、運転制御部１５が生成した運転制御信号を空調機
２Ａに送信する。通信Ｉ／Ｆは有線通信規格に限らず、無線通信規格であってもよい。運
転情報取得部１４および運転制御信号送信部１６は、同一のハードウェアで構成されても
よい。運転制御部１５および運転制御信号送信部１６は本発明における制御部である。
【００２１】
　ここで、運転制御部１５が生成する運転制御信号について説明する。運転制御信号は、
空調機２Ａを現在よりも消費電力量が小さい状態にする信号であって、例えば、空調機２
Ａの運転停止を指示する信号や、空調機２Ａが有する省エネ運転モードへの切り替えを指
示する信号である。省エネ運転モードは、現在の運転状態よりも消費電力量が小さい運転
状態である。具体的には、省エネ運転モードへ切り替えることによって冷房の設定温度を
上げたり、暖房の設定温度を下げたりする。または、運転制御信号は、空調機２Ａを省エ
ネ運転モードへ切り替えてから、さらに運転を停止するようなシーケンス制御を指示する
信号でもよい。続いて、制御装置１が行う処理について説明する。
【００２２】
　図４は、実施の形態１に係る制御装置の動作の一例を示すフローチャートである。以下
の処理は、制御装置１の起動中に、空調機２から運転情報が送信されると繰り返し実行さ
れる。制御装置１の運転情報取得部１４は、運転中であるか否かを示す運転情報を空調機
２Ａから取得し（ステップＳ１１）、運転制御部１５に送る。運転制御部１５は、運転情
報取得部１４から受け取った運転情報に基づいて空調機２Ａが運転中であるか否かを判定
する（ステップＳ１２）。空調機２Ａが運転中でない場合（ステップＳ１２；ＮＯ）、処
理を終了する。空調機２Ａが運転中である場合（ステップＳ１２；ＹＥＳ）、運転制御部
１５は、記憶部１３から、運転中の空調機２Ａに対応する開口部３Ａおよび開口部３Ｂの
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開閉情報を読み出す（ステップＳ１３）。運転制御部１５は、開口部３Ａおよび開口部３
Ｂの開閉情報に基づいて開口部３Ａおよび開口部３Ｂの少なくともいずれかが開状態であ
るか否かを判定する（ステップＳ１４）。開口部３Ａおよび開口部３Ｂのいずれも開状態
でない場合（ステップＳ１４；ＮＯ）、処理を終了する。
【００２３】
　開口部３Ａおよび開口部３Ｂの少なくともいずれかが開状態である場合（ステップＳ１
４；ＹＥＳ）、運転制御部１５は、空調機２Ａの運転を制御する運転制御信号を生成する
（ステップＳ１５）。図３の例では、空調機「２Ａ」に対応する開口部「３Ａ」の開閉状
態が「開」であるので、運転制御部１５は、空調機２Ａを現在よりも消費電力量が小さい
状態にする運転制御信号を生成する。運転制御信号送信部１６は、運転制御部１５が生成
した運転制御信号を空調機２Ａに送信し（ステップＳ１６）、処理を終了する。空調機２
Ａの運転中に開口部３Ａおよび開口部３Ｂの少なくともいずれかが開状態であると、空調
区画４Ａ内の室内温度が空調機２Ａの設定温度へ収束しない可能性がある。そこで、運転
制御部１５が運転制御信号を空調機２Ａに送信し、運転停止や省エネ運転モードへ切り替
えることで、開口部３が閉じられていない状態で空調機２Ａがそのままの設定で運転を続
けることを防止する。
【００２４】
　なお、前述した開閉情報取得部１２が開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報を取得し
、記憶部１３が入力部１１に入力された空調機２Ａ、開口部３Ａおよび開口部３Ｂの識別
情報と、開閉情報取得部１２が取得した開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報と、を対
応付けて記憶する動作は、図４のフローチャートと必ずしも連動しなくてもよい。本実施
の形態では、運転制御部１５が記憶部１３に記憶された情報を読み出す（ステップＳ１３
）の前に少なくとも、記憶部１３に空調機２Ａ、開口部３Ａおよび開口部３Ｂの識別情報
と、開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報とが対応付けて記憶されていればよい。
【００２５】
　上記の例では、空調機２Ａは１台であったが、２台以上であってもよい。２台の空調機
２Ａおよび空調機２Ｂ（以下、総称する場合には空調機２という。）を備える変形例につ
いて図４、図５、図６および図７を用いて説明する。
【００２６】
　図５は、実施の形態１の第１の変形例に係る制御システムの構成例を示す図である。制
御システム１００Ａは、制御装置１と、空調機２Ａおよび空調機２Ｂと、開口部３Ａおよ
び開口部３Ｂとで構成される。空調機２Ｂは、空調機２Ａと同様の構成であり、同様に動
作する。空調機２Ａおよび空調機２Ｂはそれぞれ制御装置１に接続されており、運転中で
あるか否かを示す運転情報を制御装置１に送信する。空調機２の代わりに空調機２Ａおよ
び空調機２Ｂがある変形例について、制御装置１の動作が変わる点を、図４を用いて説明
する。なお、説明しない制御装置１の動作については図４に示すフローチャートの動作と
同様である。
【００２７】
　制御装置１の運転情報取得部１４は、運転中であるか否かを示す運転情報を空調機２Ａ
および空調機２Ｂからそれぞれ取得し（ステップＳ１１）、運転制御部１５に送る。運転
制御部１５は、運転情報取得部１４から受け取った運転情報に基づいて空調機２Ａおよび
空調機２Ｂの少なくともいずれかが運転中であるか否かを判定する（ステップＳ１２）。
空調機２Ａおよび空調機２Ｂの少なくともいずれかが運転中である場合（ステップＳ１２
；ＹＥＳ）、運転制御部１５は、記憶部１３から、運転中の空調機２に対応する開口部３
Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報を読み出す（ステップＳ１３）。空調機２Ａおよび空調機
２Ｂは、両方とも開口部３Ａおよび開口部３Ｂに対応付けられてもよいし、１対１で対応
付けられてもよい。
【００２８】
　図６は、実施の形態１の第１の変形例に係る制御装置の記憶部が記憶する情報の一例を
示す図である。図５に示すように、空調機２Ａおよび空調機２Ｂと開口部３Ａおよび開口
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部３Ｂとは、空調区画４Ａ内に設けられている。この場合、記憶部１３は、例えば図６に
示すような情報を記憶する。図６の例では、空調機「２Ａ」および空調機「２Ｂ」にそれ
ぞれ開口部「３Ａ」と開口部「３Ｂ」とが対応付けられている。また、図５では、開口部
３Ａが開状態で、開口部３Ｂが閉状態であるので、開口部「３Ａ」に開閉状態「開」が対
応付けられており、開口部「３Ｂ」に開閉状態「閉」が対応付けられている。
【００２９】
　図７は、実施の形態１の第１の変形例に係る制御装置の記憶部が記憶する情報の他の例
を示す図である。図５に示すように、空調機２Ａは、空調区画４Ａ内の開口部３Ａに近い
位置に設けられており、空調機２Ｂは、空調区画４Ａ内の開口部３Ｂに近い位置に設けら
れている。空調機２Ａおよび空調機２Ｂと開口部３Ａおよび開口部３Ｂとが１対１で対応
付けられる場合、記憶部１３は、例えば図７に示すような情報を記憶する。図７の例では
、空調機「２Ａ」に開口部「３Ａ」が対応付けられており、空調機「２Ｂ」に開口部「３
Ｂ」が対応付けられている。また、図５では、開口部３Ａが開状態で、開口部３Ｂが閉状
態であるので、開口部「３Ａ」に開閉状態「開」が対応付けられており、開口部「３Ｂ」
に開閉状態「閉」が対応付けられている。
【００３０】
　図４を用いた説明に戻る。例えば、空調機２Ａのみが運転中である場合であって（ステ
ップＳ１２；ＹＥＳ）、記憶部１３が図６に示すような情報を記憶している場合は、運転
制御部１５は、空調機２Ａに対応する開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報を読み出す
（ステップＳ１３）。運転制御部１５は、開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報に基づ
いて開口部３Ａおよび開口部３Ｂの少なくともいずれかが開状態であるか否かを判定する
（ステップＳ１４）。図６の例では、空調機「２Ａ」に対応する開口部「３Ａ」の開閉状
態が「開」であるので（ステップＳ１４；ＹＥＳ）、運転制御部１５は、空調機２Ａを現
在よりも消費電力量が小さい状態にする運転制御信号を生成する（ステップＳ１５）。運
転制御信号送信部１６は、運転制御部１５が生成した運転制御信号を空調機２Ａに送信し
（ステップＳ１６）、処理を終了する。
【００３１】
　例えば、空調機２Ｂのみが運転中である場合であって（ステップＳ１２；ＹＥＳ）、記
憶部１３が図７に示すような情報を記憶している場合は、運転制御部１５は、空調機２Ｂ
に対応する開口部３Ｂの開閉情報を読み出す（ステップＳ１３）。運転制御部１５は、開
口部３Ｂの開閉情報に基づいて開口部３Ｂが開状態であるか否かを判定する（ステップＳ
１４）。図７の例では、空調機「２Ｂ」に対応する開口部「３Ｂ」の開閉状態が「閉」で
あるので（ステップＳ１４；ＮＯ）、処理を終了する。
【００３２】
　例えば、空調機２Ａおよび空調機２Ｂの両方が運転中である場合であって（ステップＳ
１２；ＹＥＳ）、記憶部１３が図７に示すような情報を記憶している場合は、運転制御部
１５は、空調機２Ａおよび空調機２Ｂに対応する開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報
を読み出す（ステップＳ１３）。運転制御部１５は、開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉
情報に基づいて開口部３Ａおよび開口部３Ｂの少なくともいずれかが開状態であるか否か
を判定する（ステップＳ１４）。図７の例では、空調機「２Ａ」に対応する開口部「３Ａ
」の開閉状態が「開」であって、空調機「２Ｂ」に対応する開口部「３Ｂ」の開閉状態が
「閉」であるので（ステップＳ１４；ＹＥＳ）、運転制御部１５は、空調機２Ａを現在よ
りも消費電力量が小さい状態にする運転制御信号を生成する（ステップＳ１５）。運転制
御信号送信部１６は、運転制御部１５が生成した運転制御信号を空調機２Ａに送信し（ス
テップＳ１６）、処理を終了する。
【００３３】
　上記の例では、空調区画４Ａは１つであったが、２つ以上であってもよい。２つの空調
区画４Ａおよび空調区画４Ｂ（以下、総称する場合には、空調区画４という）がある変形
例について図４、図８および図９を用いて説明する。
【００３４】
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　図８は、実施の形態１の第２の変形例に係る制御システムの構成例を示す図である。制
御システム１００Ｂは、制御装置１と、空調機２Ａ、空調機２Ｂおよび空調機２Ｃと、開
口部３Ａ、開口部３Ｂおよび開口部３Ｃ（以下、総称する場合には、開口部３という）と
で構成される。空調機２Ｃは、空調機２Ａおよび空調機２Ｂと同様の構成であり、同様に
動作する。開口部３Ｃは、開口部３Ａおよび開口部３Ｂと同様に開閉可能な構造を有する
。空調機２Ａ、空調機２Ｂおよび空調機２Ｃはそれぞれ制御装置１に接続されており、運
転中であるか否かを示す運転情報を制御装置１に送信する。制御装置１は、開口部３Ａ、
開口部３Ｂおよび開口部３Ｃの開閉状態を示す開閉情報を取得する。
【００３５】
　空調区画４Ａには、空調機２Ａおよび空調機２Ｂと開口部３Ａおよび開口部３Ｂとが設
けられている。空調区画４Ｂには、空調機２Ｃと開口部３Ｃとが設けられている。空調機
２および開口部３の数はこれに限らず、１つの空調区画４に１台以上の空調機２と１つ以
上の開口部３が設けられていればよい。また、空調機２と開口部３の設置数は、空調区画
４ごとに異なってもよい。２つの空調区画４Ａおよび空調区画４Ｂがある変形例について
、制御装置１の動作が変わる点を、図４を用いて説明する。なお、説明しない制御装置１
の動作については図４に示すフローチャートの動作と同様である。
【００３６】
　制御装置１の運転情報取得部１４は、運転中であるか否かを示す運転情報を空調機２Ａ
、空調機２Ｂおよび空調機２Ｃからそれぞれ取得し（ステップＳ１１）、運転制御部１５
に送る。運転制御部１５は、運転情報取得部１４から受け取った運転情報に基づいて空調
機２Ａ、空調機２Ｂおよび空調機２Ｃの少なくともいずれかが運転中であるか否かを判定
する（ステップＳ１２）。空調機２Ａ、空調機２Ｂおよび空調機２Ｃの少なくともいずれ
かが運転中である場合（ステップＳ１２；ＹＥＳ）、運転制御部１５は、記憶部１３から
、運転中の空調機２に対応する開口部３の開閉情報を読み出す（ステップＳ１３）。
【００３７】
　図９は、実施の形態１の第２の変形例に係る制御装置の記憶部が記憶する情報の一例を
示す図である。図８に示すように、空調機２Ａおよび空調機２Ｂと開口部３Ａおよび開口
部３Ｂとは、空調区画４Ａ内に設けられており、空調機２Ｃと開口部３Ｃとは、空調区画
４Ｂ内に設けられている。この場合、記憶部１３は、例えば図９に示すような情報を記憶
する。図９の例では、空調機「２Ａ」および空調機「２Ｂ」にそれぞれ開口部「３Ａ」と
開口部「３Ｂ」とが対応付けられている。空調機「２Ｃ」に開口部「３Ｃ」が対応付けら
れている。また、図８では、開口部３Ａが開状態で、開口部３Ｂおよび開口部３Ｃが閉状
態であるので、開口部「３Ａ」に開閉状態「開」が対応付けられており、開口部「３Ｂ」
および開口部「３Ｃ」に開閉状態「閉」が対応付けられている。
【００３８】
　図４を用いた説明に戻る。例えば、空調機２Ａのみが運転中である場合であって（ステ
ップＳ１２；ＹＥＳ）、記憶部１３が図９に示すような情報を記憶している場合は、運転
制御部１５は、空調機２Ａに対応する開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報を読み出す
（ステップＳ１３）。運転制御部１５は、開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報に基づ
いて開口部３Ａおよび開口部３Ｂの少なくともいずれかが開状態であるか否かを判定する
（ステップＳ１４）。図９の例では、空調機「２Ａ」に対応する開口部「３Ａ」の開閉状
態「開」であるので（ステップＳ１４；ＹＥＳ）、運転制御部１５は、空調機２Ａを現在
よりも消費電力量が小さい状態にする運転制御信号を生成する（ステップＳ１５）。運転
制御信号送信部１６は、運転制御部１５が生成した運転制御信号を空調機２Ａに送信し（
ステップＳ１６）、処理を終了する。
【００３９】
　例えば、空調機２Ｃのみが運転中である場合であって（ステップＳ１２；ＹＥＳ）、記
憶部１３が図９に示すような情報を記憶している場合は、運転制御部１５は、空調機２Ｃ
に対応する開口部３Ｃの開閉情報を読み出す（ステップＳ１３）。運転制御部１５は、開
口部３Ｃの開閉情報に基づいて開口部３Ｃが開状態であるか否かを判定する（ステップＳ
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１４）。図９の例では、空調機「２Ｃ」に対応する開口部「３Ｃ」の開閉状態が「閉」で
あるので（ステップＳ１４；ＮＯ）、処理を終了する。
【００４０】
　例えば、空調機２Ａ、空調機２Ｂおよび空調機２Ｃのすべてが運転中である場合であっ
て（ステップＳ１２；ＹＥＳ）、記憶部１３が図９に示すような情報を記憶している場合
は、運転制御部１５は、空調機２Ａ、空調機２Ｂおよび空調機２Ｃに対応する開口部３Ａ
、開口部３Ｂおよび開口部３Ｃの開閉情報を読み出す（ステップＳ１３）。運転制御部１
５は、開口部３Ａ、開口部３Ｂおよび開口部３Ｃの開閉情報に基づいて開口部３Ａ、開口
部３Ｂおよび開口部３Ｃの少なくともいずれかが開状態であるか否かを判定する（ステッ
プＳ１４）。図９の例では、空調機「２Ａ」および空調機「２Ｂ」に対応する開口部「３
Ａ」の開閉状態が「開」であって、空調機「２Ｃ」に対応する開口部「３Ｃ」の開閉状態
「閉」であるので（ステップＳ１４；ＹＥＳ）、運転制御部１５は、空調機２Ａおよび空
調機２Ｂを現在よりも消費電力量が小さい状態にする運転制御信号を生成する（ステップ
Ｓ１５）。運転制御信号送信部１６は、運転制御部１５が生成した運転制御信号を空調機
２Ａおよび空調機２Ｂに送信し（ステップＳ１６）、処理を終了する。
【００４１】
　以上説明したように実施の形態１の制御装置１によれば、開閉可能な構造を有する開口
部３が存在する空調区画４に設けられた空調機２が使用中で、かつ少なくとも１つの開口
部３が開状態である場合に、空調機２を現在よりも消費電力量が小さい状態にする運転制
御信号を空調機２に送信することで、開口部３を経由する空調区画４内と空調区画４外と
のエネルギーの移動量が小さくなり、開口部３が閉じられていない状態で空調機２が運転
を続けることによる消費電力量の増大を抑制することができる。例えば、運転中の空調機
２に対応する開口部３が開状態である場合に空調機２の運転を停止すれば、暖房の場合に
は開口部３を経由する空調区画４内から空調区画４外へのエネルギーの移動量が小さくな
る。冷房の場合には開口部３を経由する空調区画４内外から空調区画４内へのエネルギー
の移動量が小さくなる。
【００４２】
　なお、制御装置１の運転制御部１５は、運転中の空調機２に対応する開口部３の少なく
ともいずれかが決められた時間以上開状態であると判定した場合に、空調機２の運転を制
御する運転制御信号を生成してもよい。これにより、空調機２の運転中にユーザが意図的
に一時的に開口部３を開けた場合（例えば、室外の様子を確認する場合や短時間退室する
場合）に、空調機２が運転停止したり省エネ運転モードへ切り替えたりしてしまうことを
防止することができる。空調機２の起動時の消費電力量は大きいので、一時的な開口部３
の開け閉めや短時間の退室であれば、そのままの設定で運転を継続したほうがより省エネ
になる場合がある。よって、ここでの決められた時間は、例えば空調機２が運転停止した
り省エネ運転モードへ切り替えたりしてから元の運転状態に戻す消費電力量よりもそのま
まの設定で運転を継続した場合の消費電力量の方が小さい時間とする。
【００４３】
（実施の形態２）
　図１０は、本発明の実施の形態２に係る制御システムの構成例を示す図である。制御シ
ステム２００は、制御装置１と、空調機２Ａと、開口部３Ｄおよび開口部３Ｅ（以下、総
称する場合には、開口部３という）とで構成される。開口部３Ｄおよび開口部３Ｅは、空
調区画４Ａ内に設けられた電動扉、電動ドアおよび電動窓といった電動で開閉可能な構造
を有するものである。空調機２、開口部３および空調区画４の数にはこれに限らず、空調
機２が２台以上であってもよいし、開口部３が１つまたは３台以上であってもよいし、空
調区画４が２つ以上であってもよい。１つの空調区画４に１台以上の空調機２と１つ以上
の開口部３が設けられていればよい。制御システム２００は、開口部３が電動で開閉可能
である点で実施の形態１の制御システム１００と異なる。
【００４４】
　開口部３Ｄおよび開口部３Ｅはそれぞれ制御装置１に接続されている。実施の形態２の
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制御装置１は実施の形態１の制御装置１と機能構成が異なる。実施の形態２の制御装置１
は、空調機２Ａが運転中で、かつ開口部３Ｄおよび開口部３Ｅの少なくともいずれかが開
状態であるときに、開口部３を閉状態にする閉制御信号を、開状態である開口部３に送信
する。実施の形態２の制御装置１は、空調機２Ａの運転を制御しない。その他の構成は、
制御システム１００と同様である。図１と同様の構成については同一の符号を付しており
、同一の符号の構成に関する説明は省略する。
【００４５】
　図１１は、実施の形態２に係る制御装置の機能構成例を示す図である。実施の形態２の
制御装置１は、実施の形態１の制御装置１の運転制御部１５および運転制御信号送信部１
６に代えて、閉制御部１７および閉制御信号送信部１８を備える。閉制御部１７は、例え
ば、CPU、ROMおよびRAMなどで構成され、運転情報取得部１４が取得した運転情報に基づ
いて、空調機２Ａが運転中であるか否かを判定する。閉制御部１７は、空調機２Ａが運転
中であると判定した場合、記憶部１３から空調機２Ａに対応する開口部３Ｄおよび開口部
３Ｅの開閉情報を読み出す。閉制御部１７は、読み出した開閉情報に基づいて、開口部３
Ｄおよび開口部３Ｅの少なくともいずれかが開状態であるか否かを判定する。閉制御部１
７は、開口部３Ｄおよび開口部３Ｅの少なくともいずれかが開状態であると判定した場合
、開口部３を閉状態にする閉制御信号を生成する。
【００４６】
　閉制御信号送信部１８は、Ethernet（登録商標）規格やRS-232C規格を用いて開口部３
Ｄおよび開口部３Ｅと通信する通信Ｉ／Ｆで構成され、閉制御部１７が生成した閉制御信
号を開状態である開口部３に送信する。通信Ｉ／Ｆは有線通信規格に限らず、無線通信規
格であってもよい。閉制御部１７および閉制御信号送信部１８は本発明における制御部で
ある。
【００４７】
　開口部３Ｄおよび開口部３Ｅはそれぞれ、開閉状態を示す開閉情報を制御装置１に送信
する構成にしてもよい。この場合、開閉情報取得部１２は、開口部３Ｄおよび開口部３Ｅ
から開閉情報を取得する。開閉情報取得部１２と閉制御信号送信部１８とは、同一のハー
ドウェアで構成されてもよい。その他の構成は、実施の形態１の制御装置１と同様である
。図２と同様の機能構成については同一の符号を付しており、同一の符号の機能構成に関
する説明は省略する。続いて、制御装置１が行う処理について説明する。
【００４８】
　図１２は、実施の形態２に係る制御装置の動作の一例を示すフローチャートである。以
下の処理は、制御装置１の起動中に、空調機２から運転情報が送信されると繰り返し実行
される。制御装置１の運転情報取得部１４は、運転中であるか否かを示す運転情報を空調
機２Ａから取得し（ステップＳ２１）、閉制御部１７に送る。閉制御部１７は、運転情報
取得部１４から受け取った運転情報に基づいて空調機２Ａが運転中であるか否かを判定す
る（ステップＳ２２）。空調機２Ａが運転中でない場合（ステップＳ２２；ＮＯ）、処理
を終了する。空調機２Ａが運転中である場合（ステップＳ２２；ＹＥＳ）、閉制御部１７
は、記憶部１３から、運転中の空調機２Ａに対応する開口部３Ｄおよび開口部３Ｅの開閉
情報を読み出す（ステップＳ２３）。閉制御部１７は、開口部３Ｄおよび開口部３Ｅの開
閉情報に基づいて開口部３Ｄおよび開口部３Ｅの少なくともいずれかが開状態であるか否
かを判定する（ステップＳ２４）。開口部３Ｄおよび開口部３Ｅのいずれも開状態でない
場合（ステップＳ２４；ＮＯ）、処理を終了する。
【００４９】
　開口部３Ｄおよび開口部３Ｅの少なくともいずれかが開状態である場合（ステップＳ２
４；ＹＥＳ）、閉制御部１７は、開口部３を閉状態にする閉制御信号を生成する（ステッ
プＳ２５）。閉制御信号送信部１８は、閉制御部１７が生成した閉制御信号を開状態であ
る開口部３に送信し（ステップＳ２６）、処理を終了する。図１０の例では、空調機２Ａ
に対応する開口部３Ｄは閉状態で、開口部３Ｅは開状態であるので、閉制御部１７は、開
口部３Ｅを閉状態にする閉制御信号を生成し、閉制御信号送信部１８は、閉制御部１７が
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生成した閉制御信号を開口部３Ｅに送信する。開口部３Ｄおよび開口部３Ｅの少なくとも
いずれかが開状態であると、空調区画４Ａ内の室内温度が空調機２Ａの設定温度へ収束し
ない可能性がある。そこで、閉制御部１７が閉制御信号を開状態である開口部３に送信し
、すべての開口部３を閉状態にする。
【００５０】
　以上説明したように実施の形態２の制御装置１によれば、電動で開閉可能な構造を有す
る開口部３が存在する空調区画４に設けられた空調機２が使用中で、かつ少なくとも１つ
の開口部３が開状態である場合に、閉状態にする閉制御運信号を開状態である開口部３に
送信することで、開口部３を経由する空調区画４内と空調区画４外とのエネルギーの移動
量が小さくなり、開口部３が閉じられていない状態で空調機２が運転を続けることによる
消費電力量の増大を抑制することができる。例えば、運転中の空調機２に対応する開口部
３を開状態から閉状態にすれば、暖房の場合には開口部３を経由する空調区画４内から空
調区画４外へのエネルギーの移動量が小さくなる。冷房の場合には開口部３を経由する空
調区画４内外から空調区画４内へのエネルギーの移動量が小さくなる。
【００５１】
　なお、制御装置１の閉制御部１７は、運転中の空調機２に対応する開口部３の少なくと
もいずれかが決められた時間以上開状態であると判定した場合に、開口部３を閉状態にす
る閉制御信号を生成してもよい。これにより、空調機２Ａの運転中にユーザが意図的に一
時的に開口部３を開けた場合（例えば、室外の様子を確認する場合や短時間退室する場合
）に、ユーザが意図しないタイミングで開口部３を閉状態にしてしまうことを防止するこ
とができる。ここでの決められた時間は、ユーザが決定してもよいし、開閉情報の履歴か
ら開口部３の開放時間を算出し、過去の開放時間に基づいて決定してもよい。
【００５２】
　また、開口部３は、電動扉、電動ドアおよび電動窓などの一重の構造に限らず、電動カ
ーテンや電動シャッター、電動雨戸などの閉状態で断熱効果が増す構造をさらに有する二
重構造であってもよい。この場合、閉制御部１７は、さらに、運転中の空調機２に対応す
る開口部３の二重目の構造が閉状態でないと判定した場合に、開口部３の二重目の構造を
閉状態にする閉制御信号を生成してもよい。また、電動扉や、電動ドア、電動窓、電動カ
ーテン、電動シャッター、電動雨戸は例示であって、開口部３はこれらを単独で備えても
よいし、これらの２以上の組み合わせを備えてもよい。
【００５３】
（実施の形態３）
　本発明の実施の形態３に係る制御システムは、実施の形態１の制御システム１００、制
御システム１００Ａおよび制御システム１００Ｂと同様である。以下、代表して制御シス
テム１００と同様の場合について説明する。実施の形態３の制御装置１は実施の形態１の
制御装置１と機能構成が異なる。実施の形態３の制御装置１は、空調機２Ａが運転中で、
かつ開口部３Ａおよび開口部３Ｂの少なくともいずれかが開状態であるときに、空調機２
Ａの運転を制御する運転制御信号を空調機２Ａに送信すると共に、開状態の開口部３があ
ることをユーザに報知する警報情報を出力する。
【００５４】
　図１３は、本発明の実施の形態３に係る制御装置の機能構成例を示す図である。実施の
形態３の制御装置１は、実施の形態１の制御装置１の運転制御部１５に代えて運転制御部
１９を備え、警報出力部２０が追加されている。運転制御部１９は、運転制御部１５の機
能に加え、運転中の空調機２に対応する開口部３の少なくともいずれかが開状態であると
判定した場合に、開状態の開口部３があることをユーザに報知する警報情報を生成する。
警報出力部２０は、スピーカやディスプレイ、点灯ランプなどで構成され、運転制御部１
９が生成した警報情報を出力する。運転制御部１９および警報出力部２０は本発明におけ
る制御部である。
【００５５】
　警報出力部２０がスピーカである場合には、例えば、開状態の開口部３をユーザに報知
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するメッセージを音声出力してよいし、警報音を出力してもよい。警報出力部２０がディ
スプレイである場合には、例えば、開状態の開口部３をユーザに報知するメッセージを画
面表示してよいし、開状態の開口部３があることを警告する警告画面を表示してもよい。
警報出力部２０が点灯ランプである場合には、例えば、開状態の開口部３によって点灯色
や点灯パターンを変えてもよい。警報出力部２０が出力するメッセージは、例えば「窓が
開いています」といった開状態の開口部３をユーザに報知するメッセージであってもよい
し、「窓を閉めてください」といった開状態の開口部３を閉状態にすることを促すメッセ
ージであってもよい。
【００５６】
　また、警報出力部２０は、Ethernet（登録商標）規格やRS-232C規格を用いて外部と通
信する通信Ｉ／Ｆで構成され、運転制御部１９が生成した警報情報をユーザが使用する端
末に例えば電子メールで送信してもよい。通信Ｉ／Ｆは有線通信規格に限らず、無線通信
規格であってもよい。この場合、運転情報取得部１４、運転制御信号送信部１６および警
報出力部２０は、同一のハードウェアで構成されてもよい。その他の構成は、実施の形態
１の制御装置１と同様である。図２と同様の機能構成については同一の符号を付しており
、同一の符号の機能構成に関する説明は省略する。続いて、制御装置１が行う処理につい
て説明する。
【００５７】
　図１４は、実施の形態３に係る制御装置の動作の一例を示すフローチャートである。以
下の処理は、制御装置１の起動中に、空調機２から運転情報が送信されると繰り返し実行
される。制御装置１の運転情報取得部１４は、運転中であるか否かを示す運転情報を空調
機２Ａから取得し（ステップＳ３１）、運転制御部１９に送る。運転制御部１９は、運転
情報取得部１４から受け取った運転情報に基づいて空調機２Ａが運転中であるか否かを判
定する（ステップＳ３２）。空調機２Ａが運転中でない場合（ステップＳ３２；ＮＯ）、
処理を終了する。空調機２Ａが運転中である場合（ステップＳ３２；ＹＥＳ）、運転制御
部１９は、記憶部１３から、運転中の空調機２Ａに対応する開口部３Ａおよび開口部３Ｂ
の開閉情報を読み出す（ステップＳ３３）。運転制御部１９は、開口部３Ａおよび開口部
３Ｂの開閉情報に基づいて開口部３Ａおよび開口部３Ｂの少なくともいずれかが開状態で
あるか否かを判定する（ステップＳ３４）。開口部３Ａおよび開口部３Ｂのいずれも開状
態でない場合（ステップＳ３４；ＮＯ）、処理を終了する。
【００５８】
　開口部３Ａおよび開口部３Ｂの少なくともいずれかが開状態である場合（ステップＳ３
４；ＹＥＳ）、運転制御部１９は、空調機２Ａの運転を制御する運転制御信号を生成し（
ステップＳ３５）、開状態の開口部３があることをユーザに報知する警報情報を生成する
（ステップＳ３６）。運転制御信号送信部１６は、運転制御部１９が生成した運転制御信
号を空調機２Ａに送信し（ステップＳ３７）、警報出力部２０は、運転制御部１９が生成
した警報情報を出力し（ステップＳ３８）、処理を終了する。運転制御部１９が運転制御
信号を空調機２Ａに送信し、運転停止や省エネ運転モードへ切り替え、さらに開状態の開
口部３があることをユーザに報知することで、ユーザが開状態の開口部３を閉状態にする
ことが期待できる。
【００５９】
　以上説明したように実施の形態３の制御装置１によれば、開閉可能な構造を有する開口
部３が存在する空調区画４に設けられた空調機２が使用中で、かつ少なくとも１つの開口
部３が開状態である場合に、空調機２を現在よりも消費電力量が小さい状態にする運転制
御信号を空調機２に送信し、開状態の開口部３があることをユーザに報知する警報情報を
出力することで、開口部３を経由する空調区画４内と空調区画４外とのエネルギーの移動
量が小さくなり、開口部３が閉じられていない状態で空調機２が運転を続けることによる
消費電力量の増大を抑制することができ、かつ開状態の開口部３を閉状態にすることをユ
ーザに促すことができる。
【００６０】
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（実施の形態４）
　本発明の実施の形態４に係る制御システムは、実施の形態１の制御システム１００、制
御システム１００Ａおよび制御システム１００Ｂと同様である。以下、代表して制御シス
テム１００Ｂと同様の場合について説明する。実施の形態４の制御装置１は実施の形態１
の制御装置１と機能構成が異なる。実施の形態４の制御装置１は、運転中の空調機２に対
応する開口部３の少なくともいずれかが開状態であるときに、空調機２の運転を制御する
運転制御信号を空調機２に送信した後に、開状態の開口部３が閉状態になったときに、運
転制御信号を送信した空調機２を元の運転状態に戻す再開制御信号を空調機２に送信する
。
【００６１】
　図１５は、本発明の実施の形態４に係る制御装置の機能構成例を示す図である。実施の
形態４の制御装置１は、実施の形態１の制御装置１の入力部１１、記憶部１３、運転情報
取得部１４、運転制御部１５および運転制御信号送信部１６に代えて入力部２１、記憶部
２２、運転情報取得部２３、運転制御部２４および運転制御信号送信部２５を備える。入
力部２１は、入力部１１の機能に加え、空調機２の運転設定を示す運転設定情報の入力を
受け付ける。運転情報取得部２３は、運転情報取得部１４の機能に加え、空調機２の運転
設定を示す運転設定情報を空調機２から取得する。運転制御部２４は、運転制御部１５の
機能に加え、運転情報取得部２３が取得した運転設定情報を記憶部２２に記憶させる。さ
らに、運転制御部２４は、運転情報取得部２３が取得した運転情報を記憶部２２に記憶さ
せてもよい。
【００６２】
　記憶部２２は、入力部２１に入力された空調機２Ａ、開口部３Ａおよび開口部３Ｂの識
別情報と、開閉情報取得部１２が取得した開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報と、空
調機２の運転設定情報と、を対応付けて記憶する。運転制御部２４が、運転情報取得部２
３が取得した運転情報を記憶部２２に記憶させる構成では、記憶部２２は、空調機２Ａ、
開口部３Ａおよび開口部３Ｂの識別情報と、開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報と、
空調機２の運転設定情報と、空調機２の運転情報とを対応付けて記憶する。
【００６３】
　記憶部２２が記憶する空調機２の運転設定情報は、入力部２１に入力された運転設定情
報でもよいし、運転情報取得部２３が空調機２から取得した運転設定情報でもよい。記憶
部２２が入力部２１に入力された運転設定情報を記憶する場合には、制御装置１は、運転
情報取得部２３ではなく運転情報取得部１４を備えてもよい。記憶部２２が、運転情報取
得部２３が空調機２から取得した運転設定情報を記憶する場合には、制御装置１は、入力
部２１ではなく入力部１１を備えてもよい。空調機２が運転設定情報を記憶する場合には
、制御装置１は、入力部２１ではなく入力部１１を備え、運転情報取得部２３ではなく運
転情報取得部１４を備えてもよい。ここで、図１６を用いて記憶部２２が記憶する情報に
ついて説明する。
【００６４】
　図１６は、実施の形態４に係る制御装置の記憶部が記憶する情報の一例を示す図である
。図８に示すように、空調機２Ａおよび空調機２Ｂと開口部３Ａおよび開口部３Ｂとは、
空調区画４Ａ内に設けられており、空調機２Ｃと開口部３Ｃとは、空調区画４Ｂ内に設け
られている。空調機２Ａは開口部３Ａに、空調機２Ｂは開口部３Ｂに、空調機２Ｃは開口
部３Ｃに対応付けられているとする。この場合、記憶部２２は、例えば図１６に示すよう
な情報を記憶する。図１６の例では、空調機「２Ａ」に開口部「３Ａ」が対応付けられて
いる。空調機「２Ｂ」に開口部「３Ｂ」が対応付けられている。空調機「２Ｃ」に開口部
「３Ｃ」が対応付けられている。また、図８では、開口部３Ａが開状態で、開口部３Ｂお
よび開口部３Ｃが閉状態であるので、開口部「３Ａ」に開閉状態「開」が対応付けられて
おり、開口部「３Ｂ」および開口部「３Ｃ」に開閉状態「閉」が対応付けられている。
【００６５】
　空調機「２Ａ」、空調機「２Ｂ」および空調機「２Ｃ」にはそれぞれ、運転設定情報で
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ある運転設定１および運転設定２の項目が対応付けられている。図１６の例では、運転設
定１および運転設定２は、運転モードと、設定温度と、風向と、風量との項目で構成され
る。ユーザが入力部２１に運転設定情報を入力する場合は、これら項目の情報を入力する
。運転設定１および運転設定２は、これらの項目に限らず、空調機２に設定可能な空調条
件を１つ以上含んでいればよい。運転設定１は、ユーザが空調機２に設定した空調条件で
ある。運転設定２は、制御装置１が空調機２に運転制御信号を送信して運転設定１から切
り替える、運転設定１よりも消費電力量が小さい空調条件である。例えば、運転設定２を
、風向を開口部３の周辺以外に向けたり風量を弱めたりする設定にすることで、開口部３
が開状態のときに、空調された空気空調機区画４の外に流出することを抑制することがで
きる。制御装置１が空調機２に送信する運転制御信号が空調機２の運転停止を指示する信
号である場合には、運転設定２はなくてもよい。
【００６６】
　図１６の例では、空調機「２Ａ」、空調機「２Ｂ」および空調機「２Ｃ」にはそれぞれ
、運転情報である運転状態の項目が対応付けられている。運転制御部２４が、運転情報取
得部２３が取得した運転設定情報のみを記憶部２２に記憶させる構成では、記憶部２２が
記憶する情報に運転情報を含まない。また、図１６の例では、空調機２Ｃは停止中である
が、停止する前の運転設定１および運転設定２を記憶している。記憶部２２は、本発明に
おける第１記憶部および第２記憶部である。
【００６７】
　図１５の制御装置１の運転制御信号送信部２５は、運転制御部２４が生成した運転制御
信号を空調機２に送信する。運転制御部２４は、運転制御信号送信部２５が運転制御信号
を空調機２に送信した後に、記憶部２２から開状態であった開口部３の開閉情報を読み出
し、開状態であった開口部３が閉状態になったか否かを判定する。運転制御部２４は、開
状態であった開口部３が閉状態になったと判定すると、記憶部２２が記憶する運転設定情
報に基づいて、空調機２を元の運転状態に戻す再開制御信号を生成する。元の運転状態と
は、ユーザが空調機２に設定した空調条件（運転設定１）が設定された状態である。運転
制御信号送信部２５は、運転制御部２４が生成した再開制御信号を、運転制御信号を送信
した空調機２に送信する。運転制御部２４および運転制御信号送信部２５は本発明におけ
る制御部である。
【００６８】
　再開制御信号は、運転制御信号が空調機２の運転停止を指示する信号である場合には、
空調機２を運転設定情報（運転設定１）の空調条件で再起動する信号である。運転制御信
号が、空調機２が有する省エネ運転モードへの切り替えを指示する信号である場合には、
運転設定情報（運転設定１）の空調条件に設定を戻す信号である。空調機２が運転設定情
報を記憶する場合には、再開制御信号は、空調機２の運転再開を指示する信号であっても
よい。その他の構成は、実施の形態１の制御装置１と同様である。図２と同様の機能構成
については同一の符号を付しており、同一の符号の機能構成に関する説明は省略する。続
いて、制御装置１が行う処理について説明する。
【００６９】
　図１７は、実施の形態４に係る制御装置の動作の一例を示すフローチャートである。以
下の処理は、制御装置１の起動中に、空調機２から運転情報が送信されると繰り返し実行
される。制御装置１の運転情報取得部２３は、運転中であるか否かを示す運転情報と運転
設定を示す運転設定情報とを空調機２Ａ、空調機２Ｂおよび空調機２Ｃからそれぞれ取得
し（ステップＳ４１）、運転制御部２４に送る。運転制御部２４は、運転情報取得部２３
から受け取った運転設定情報を記憶部２２に記憶させる。運転制御部２４は、運転情報取
得部２３から受け取った運転情報に基づいて空調機２Ａ、空調機２Ｂおよび空調機２Ｃの
少なくともいずれかが運転中であるか否かを判定する（ステップＳ４２）。空調機２Ａ、
空調機２Ｂおよび空調機２Ｃがいずれも運転中でない場合（ステップＳ４２；ＮＯ）、処
理を終了する。空調機２Ａ、空調機２Ｂおよび空調機２Ｃの少なくともいずれかが運転中
である場合（ステップＳ４２；ＹＥＳ）、運転制御部２４は、記憶部２２から、運転中の
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空調機２に対応する開口部３の開閉情報を読み出す（ステップＳ４３）。図１６の例では
、空調機２Ａおよび空調機２Ｂが運転中であるので、運転制御部２４は、空調機２Ａおよ
び空調機２Ｂに対応する開口部３Ａおよび開口部３Ｂの開閉情報を読み出す。
【００７０】
　運転制御部２４は、運転中の空調機２に対応する開口部３の開閉情報に基づいて運転中
の空調機２に対応する開口部３の少なくともいずれかが開状態であるか否かを判定する（
ステップＳ４４）。運転中の空調機２に対応する開口部３のいずれも開状態でない場合（
ステップＳ４４；ＮＯ）、処理を終了する。運転中の空調機２に対応する開口部３の少な
くともいずれかが開状態である場合（ステップＳ４４；ＹＥＳ）、運転制御部２４は、運
転中の空調機２の運転を制御する運転制御信号を生成する（ステップＳ４５）。運転制御
信号送信部２５は、運転制御部２４が生成した運転制御信号を運転中の空調機２に送信す
る（ステップＳ４６）。図１６の例では、開口部３Ａが開状態であるので、運転制御信号
送信部２５は、運転制御部２４が生成した運転制御信号を空調機２Ａに送信する。
【００７１】
　運転制御部２４は、記憶部２２から、ステップＳ４４で開状態であると判定した開口部
３の開閉情報を読み出す（ステップＳ４７）。運転制御部２４は、読み出した開閉情報に
基づいてステップＳ４４で開状態であると判定した開口部３が閉状態になったか否かを判
定する（ステップＳ４８）。ステップＳ４４で開状態であると判定した開口部３が閉状態
になっていない場合（ステップＳ４８；ＮＯ）、ステップＳ４８を繰り返し、開口部３が
閉状態になるのを待機する。ステップＳ４４で開状態であると判定した開口部３が閉状態
になった場合（ステップＳ４８；ＹＥＳ）、運転制御部２４は、記憶部２２が記憶する運
転設定情報に基づいて、空調機２を元の運転状態に戻す再開制御信号を生成する（ステッ
プＳ４９）。運転制御信号送信部２５は、運転制御部２４が生成した再開制御信号を、運
転制御信号を送信した空調機２に送信し（ステップＳ５０）。処理を終了する。図１６の
例では、開口部３Ａが閉状態になるのを待機し、開口部３Ａが閉状態になると、空調機２
Ａに再開制御信号を送信する。なお、ステップＳ４８において、閉状態になったか否かの
判定回数や待機時間は予め制限を設けてもよい。つまり、ステップＳ４８において、開状
態が決められた期間継続したら、処理を終了する。
【００７２】
　以上説明したように実施の形態４の制御装置１によれば、開閉可能な構造を有する開口
部３が存在する空調区画４に設けられた空調機２が使用中で、かつ少なくとも１つの開口
部３が開状態である場合に、空調機２を現在よりも消費電力量が小さい状態にする運転制
御信号を空調機２に送信し、開状態の開口部３が閉状態になったときに空調機２を元の運
転状態に戻す再開制御信号を送信することで、開口部３を経由する空調区画４内と空調区
画４外とのエネルギーの移動量が小さくなり、開口部３が閉じられていない状態で空調機
２が運転を続けることによる消費電力量の増大を抑制することができ、かつ開口部３が開
状態から閉状態に変化したときに、ユーザの手間をかけることなく、空調機２を元の運転
状態に戻すことができる。
【００７３】
　なお、本発明は、上記の実施の形態に限定されるものではない。本発明の主旨を逸脱し
ない範囲内で、当業者が想到しうる変形を本実施の形態に施したものも、本発明に含まれ
る。つまり、本発明は、その発明の範囲内において、実施の形態を適宜、変形、省略する
ことが可能である。
【００７４】
　上記の実施の形態では、制御装置１が、空調機２を現在よりも消費電力量が小さい状態
にする制御を行う場合と、開状態である開口部３を閉状態にする制御を行う場合と、別々
の実施の形態で説明したが、これに限らない。制御装置１は、空調機２を現在よりも消費
電力量が小さい状態にする制御を行い、かつ開状態である開口部３を閉状態にする制御を
行ってもよい。これにより、開口部３を経由する空調区画４内と空調区画４外とのエネル
ギーの移動量がさらに小さくなる。例えば、ユーザが、開口部３が開いていることに気づ
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かずに、空調機２の運転設定を強い出力の設定にした場合、開口部３を閉状態にすれば空
調機２が強い出力の設定である必要はなくなるので、空調機２の運転設定を現在よりも弱
い出力の設定にすることで、空調機２の消費電力量を低減できる。
【００７５】
　上記の実施の形態では、入力部１１および入力部２１を制御装置１の中に含む構成とし
たが、制御装置に含む構成に限定されず、外部の端末装置上で入力した情報を記憶部１３
または記憶部２２に送信する構成としてもよい。また、制御装置１は、運転制御部１５、
閉制御部１７、運転制御部１９および運転制御部２４の一部の組み合わせまたは全てを含
む構成であってもよいし、運転制御部１５、閉制御部１７、運転制御部１９および運転制
御部２４を統合した機能部を備えてもよい。さらに、制御装置１は、運転制御信号送信部
１６、閉制御信号送信部１８および運転制御信号送信部２５の一部の組み合わせまたは全
てを含む構成であってもよいし、運転制御信号送信部１６、閉制御信号送信部１８および
運転制御信号送信部２５を統合した機能部を備えてもよい。
【００７６】
　上記の各フローチャートにおける各ステップの実行される順序は、本発明を具体的に説
明するための一例であり、上記以外の順序であってもよい。また、各フローチャートにお
けるステップの一部と、他のステップとは、互いに独立して並行して実行されてもよい。
【００７７】
　また、制御装置１の構成要素の一部は典型的には集積回路であるLSI（Large Scale Int
egration）として実現されてもよい。例えば、実施の形態１では、運転情報取得部１４、
記憶部１３、運転制御部１５および運転制御信号送信部１６は、１つの集積回路として実
現されてもよい。
【００７８】
　さらに、制御装置１は、空調区画４内に設置される構成でなくてもよい。特に２つ以上
の空調区画４がある場合、例えば、実施の形態１や実施の形態４のように空調区画４Ａお
よび空調区画４Ｂがある場合は、制御装置１は、空調区画４Ａおよび空調区画４Ｂ内のい
ずれかに設置されてもよいし、空調区画４Ａおよび空調区画４Ｂ外に設置されてもよい。
【００７９】
　上記の実施の形態では、空調機２が室内温度を設定温度にするエアコンや電気床暖房、
電気ストーブのような電気機器である場合を想定して説明したが、本発明の適用はこれに
限らない。空調機２は、室内温度を設定温度にする電子制御のガス床暖房やガスストーブ
のような装置でもよいし、室内湿度を設定湿度にする加湿器や除湿器、浴室乾燥機のよう
な装置でもよい。また、空調機２は、室内のほこりやにおいを設定値以下にする空気清浄
機のような装置でもよいし、これらの機能を組み合わせるものであってもよい。空調機２
がガス製品である場合には、消費エネルギー量は消費ガス量である。
【００８０】
　上記の実施の形態では、記憶部１３および記憶部２２は、空調機２の識別情報と、開口
部３の識別情報と、開口部３の開閉情報と、を対応付けて記憶するが、空調区画４、空調
機２および開口部３がそれぞれ１つである場合や、１つ以上の開口部３が開状態である場
合にすべての空調機２に運転停止を指示する運転制御信号を送る場合は、記憶部１３およ
び記憶部２２は、空調機２の識別情報と、開口部３の識別情報と、開口部３の開閉情報と
、を対応付けて記憶していなくてもよい。
【００８１】
　図１８は、本発明の実施の形態に係る制御装置のハードウェア構成の一例を示す図であ
る。制御装置１は、ハードウェア構成としてプロセッサ８１、メモリ８２、インターフェ
ース８３を備える。制御装置１の運転制御部１５、閉制御部１７、運転制御部１９および
運転制御部２４などの各機能は、プロセッサ８１がメモリ８２に記憶された制御プログラ
ムを実行することにより実現される。メモリ８２は、例えばRAM（Random Access Memory
）やFlash ROM（Read Only Memory）、それらを組み合わせたものであり、記憶部１３お
よび記憶部２２は、メモリ８２上に構成される。
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【００８２】
　インターフェース８３は、空調機２や開口部３と接続する通信Ｉ／Ｆと、ユーザからの
情報の入力を受け付けるユーザインターフェース（以下、ユーザＩ／Ｆと略す）と、情報
を出力しユーザに報知するユーザＩ／Ｆとで構成される。通信Ｉ／Ｆは、開閉情報取得部
１２、運転情報取得部１４、運転情報取得部２３、運転制御信号送信部１６、閉制御信号
送信部１８および運転制御信号送信部２５として機能する。ユーザからの情報の入力を受
け付けるユーザＩ／Ｆは、例えば、プッシュスイッチやタッチパネルといった入力装置で
あり、入力部１１および入力部２１として機能する。情報を出力しユーザに報知するユー
ザＩ／Ｆは、例えばスピーカやディスプレイ、点灯ランプであり、警報出力部２０として
機能する。
【００８３】
　開閉情報取得部１２が、カメラや赤外線センサや超音波センサ、圧力センサといったセ
ンサで構成される場合には、制御装置１は、図１８に示すハードウェア構成のほか、カメ
ラや赤外線センサや超音波センサ、圧力センサといったセンサを備える。インターフェー
ス８３は必要に応じて他の種類のインターフェースを含んでもよい。図１８では、プロセ
ッサ８１およびメモリ８２をそれぞれ１つで構成する例を示しているが、複数のプロセッ
サ８１および複数のメモリ８２が連携して各機能を実行してもよい。
【００８４】
　また、上述の機能を、ＯＳ（Operating System）とアプリケーションとの分担、または
ＯＳとアプリケーションとの協同により実現する場合等には、ＯＳ以外の部分のみを媒体
に格納してもよい。さらに、搬送波に各プログラムを重畳し、通信ネットワークを介して
配信することも可能である。例えば、通信ネットワーク上の掲示板（BBS、Bulletin　Boa
rd　System）に当該プログラムを掲示し、ネットワークを介して当該プログラムを配信し
てもよい。そして、これらのプログラムを起動し、オペレーティングシステムの制御下で
、他のアプリケーションプログラムと同様に実行することにより、上述の処理を実行でき
るように構成してもよい。
【符号の説明】
【００８５】
　１　制御装置、２，２Ａ，２Ｂ，２Ｃ　空調機、３，３Ａ，３Ｂ，３Ｃ，３Ｄ，３Ｅ　
開口部、４，４Ａ，４Ｂ，　空調区画、１１　入力部、１２　開閉情報取得部、１３　記
憶部、１４　運転情報取得部、１５　運転制御部、１６　運転制御信号送信部、１７　閉
制御部、１８　閉制御信号送信部、１９　運転制御部、２０　警報出力部、２１　入力部
、２２　記憶部、２３　運転情報取得部、２４　運転制御部、２５　運転制御信号送信部
、１００，１００Ａ，１００Ｂ，２００　制御システム、８１　プロセッサ、８２　メモ
リ、８３　インターフェース。
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